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献 辞

経営学会長
経営学部長

福 永 厚

経営学研究科長 早 川 豊

本学経営学部栃内香次教授には，平成22年３月31日をもって退職されることになりました。

先生のご退職にあたりまして，経営学部・経営学研究科ならびに経営学会は，これまでに先生

より賜りましたご指導とご厚誼に深甚の誠意を表するために，退職記念論文集の刊行を企画い

たしました。ここに謹んで本書を先生に献呈いたします。

栃内先生が乞われて北海学園大学に大学院経営学研究科教授として赴任されたのは，2002

年(平成14年)４月，経営学研究科博士（後期）課程の開設にあわせてのことでした。北海道

大学工学部及び工学研究科に38年勤務され，定年となる一年前に本学にご赴任いただきまし

たのは，経営学研究科及び後に誕生する経営学部にとってはまさしく天恵ともいえる人事でご

ざいました。

当時の北海学園大学は，翌2003年に経済学部経営学科を改組転換して経営学部として独立

させることが予定されていました。北海道において経営学を専門とする学部の創設は我々の長

年の悲願であり，その実現に向けてまず大学院経営学研究科を先行することで研究面での教員

組織を充実し，学部としての教育・研究の方向付けを確立することが喫緊の課題となっていま

した。しかしながら，博士（後期）課程の設置には，文部科学省の厳しい教員審査を通らなけ

ればならず，研究科の柱である組織情報分野において中心となる教員が必要でした。そこで，

北海道大学工学部において情報工学分野の重鎮であられる栃内先生に研究科への赴任をお願い

したところ，定年１年前にもかかわらず快くお引き受けいただき，本学に赴任していただきま

した。おかげを持ちまして2002年に博士(後期)課程の開設に至り，また，翌2003年の経営学

部の開設においては，新設される経営情報学科の中心メンバーとなられました。

栃内先生は経営学研究科において，修士課程及び博士（後期）課程の院生を多く育てられま

した。研究科の公開説明会に来た情報系を志望する方々を快くお引き受けくださり，入学後は

熱心で懇切丁寧なご指導をしていただき，誰一人脱落することなく修士及び博士の学位を授け

られました。私をはじめ博士（後期）課程を初めて担当した教員にとって，先生が院生を指導

されるお姿は，大変勉強になり良き模範とさせていただきました。先生は，本学に移られてか

らは，経営情報の分野について造詣を深められ，経営における情報の役割について思考を深く

重ねられていたとお察しいたします。工学部及び工学研究科に長くおられたにもかかわらず，

経営学研究科と経営学部の特色を深く理解されておられました。2004(平成16年)からは３年

間経営学研究科長の要職を務められ，その間に最初の課程博士を出すことができて博士(後期)

課程が完成いたしました。先生は何事も一つ一つ着実に進められ，できてまもない研究科を安

定へ導かれました。

新設された経営学部では，基幹科目である情報処理論をはじめ，プログラミング ，演習 ，

演習 をご担当され，経営学部の特色の一つである情報教育にご尽力いただきました。情報処

理論では，数百人に及ぶ履修者に対して，先生の長い研究生活で培われた幅広い知識に基づく
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理論と進歩の早い情報分野における最新の知識をご講義いただきました。

講義以外でも市民公開講座「ネットワーク社会からユビキタス社会へ」（2003）や教員免許

状更新講習「インターネットと教育」（2009）においてご講演いただきました。また，いつぞ

やある商業高校から IT革命について出前講義をしてくれないかと学部に来た依頼にも，先生

は快くお引き受けくださりました。先生は，コンピュータが普及し始める初期の頃から情報分

野でご研究され今日まで継続されておられるので，情報分野全域に渡る知識を持たれ，この分

野で10を超える種類の講義が可能であると伺いました。

このように，先生には様々なポイントで助けていただき，深謝とご高恩を心に刻んで忘れる

ことはありません。

先生は，誰に対しても分け隔てなく温厚に対応される清廉なお人柄であり，先生に接する機

会のあった学生・教職員にとって，人生の中で出会うことができた数少ない尊敬できる師であ

ります。先生が育てられた院生，学生は社会においてきっと活躍するでしょう。

先生のこれまでの研究業績は厖大です。研究範囲も幅広く多岐に渡っております。先生は，

コンピュータの黎明期から今日までの発展をほぼ網羅してきたといっても過言ではないでしょ

う。先生が大学でご研究を始められた1960年代は，コンピュータの黎明期から抜け出し，よ

うやく大学，企業において汎用コンピュータの利用が広まり始めた頃でした。その後，パソコ

ンや LANの普及，インターネット時代からユビキタス情報社会である現代までを見続けてお

られ，まさしく生き字引と言えます。

先生のご研究は，初期のプログラム言語に関する研究，近年まで続いている信号処理の研究，

研究の大きな柱である言語情報処理の研究からなります。言語情報処理の研究は，日中機械翻

訳の研究，自然言語処理の基礎的研究，帰納的学習による自然言語処理の研究に分かれます。

コンピュータに与える命令は，プログラム言語という独特の文法を持つ言語によって書かれ，

コンピュータを使いこなすにはプログラム言語を学ばなければなりませんが，人間が通常話す

言語（自然言語）によって命令が与えられればどれだけ簡単で効率良くなるかわかりません。

このようなコンピュータに自然言語を理解させることや，コンピュータで自動的に外国語に翻

訳する自動翻訳の実現は，情報分野の研究において長年の夢であります。先生の長年のご研究

が夢に近付けさせてくれたと言ってよいでしょう。これまでのご業績を見ますと，学会の査読

付き論文が多数あり，さらに国際会議でのご発表も膨大です。まさにこの分野の第一人者と言

えます。

栃内先生への感謝の気持ちを一言では言い表すことは到底できませんが，経営学部及び経営

学研究科に賜りましたご貢献に対して教職員一同，あらためて御礼申し上げます。ご退職後も

非常勤講師としてご協力を賜りますが，くれぐれもお体をご自愛いただきまして，大学院と学

部の今後を暖かく見守り，お導きください。

なお，本書の刊行にあたりましては，学外にあって，ゆかりの方々にご寄稿をお願いいたし

ました。ご快諾を賜り，珠玉のご論文を収載することができました。これもひとえに栃内先生

のお人柄によるものでありますが，ここに厚くご礼申し上げる次第です。ありがとうございま

した。最後に，本書の編集に際しては，下村直樹准教授，菅原浩信准教授が論集委員としてそ

の任にあたり，おかげさまで本日の刊行となりました。また，刊行にあたりましては，高木裕

之先生はじめ多くの方々にご協力いただきました。この場を借りましてお礼申し上げ，栃内香

次教授退職記念号献呈のご挨拶の結びといたします。
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栃内香次教授 略歴・研究業績

学 歴

1962(昭和37)年３月 北海道大学工学部電気工学科卒業

1964(昭和39)年３月 北海道大学大学院工学研究科電気工学専攻修士課程修了

学 位 等

1962(昭和37)年３月 工学士（北海道大学）

1964(昭和39)年３月 工学修士（北海道大学）

1986(昭和61)年９月 工学博士（北海道大学学位記 第3079号）

2002(平成14)年４月 北海道大学名誉教授

職 歴

1964(昭和39)年４月 北海道大学工学部電子工学科講師（昭和40年３月まで）

1965(昭和40)年４月 北海道大学工学部電子工学科助教授（昭和62年３月まで）

1987(昭和62)年４月 北海道大学工学部電子工学科教授（平成７年３月まで）

1994(平成６)年４月 北海道大学大型計算機センター長併任（平成10年３月まで）

1995(平成７)年４月 北海道大学大学院工学研究科電子情報工学専攻教授（平成14年３月ま

で）

2002(平成14)年４月 北海学園大学大学院経営学研究科教授

2003(平成15)年４月 北海学園大学経営学部経営情報学科教授

2004(平成16)年４月 北海学園大学大学院経営学研究科長併任（平成19年３月まで）

2010(平成22)年３月 北海学園大学経営学部経営情報学科定年退職

学会活動等

⑴ 所属学会

電子情報通信学会（1962年～）

日本音響学会（1963年～）

情報処理学会（1965年～）

言語処理学会（2004年～）

経営情報学会（2005年～）

⑵ 学会等役員歴

1994(平成６)年５月 電子情報通信学会北海道支部長（平成７年４月まで）

1996(平成８)年４月 情報処理学会北海道支部長（平成10年３月まで）

1997(平成９)年５月 電子情報通信学会評議員（平成10年４月まで）

栃内香次教授 略歴・研究業績
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社会活動等

北海道高等学校情報処理教育センター機種選定

石狩市図書館設立準備

研 究 業 績

Ⅰ．著書

田中 一，栃内香次，宮本衛市：コンパイラ（数学ライプラリー22）：森北出版（1971）

Ⅱ．学術論文

１．田中 一，村田茂昭，栃内香次，塩崎洋一，遠藤 修，江丸敏夫：HIPAC-103に よる

HARP5020ソースプログラムのエラーチェック：情報処理，8(5)，281-290（1967）。

２．中村忠之，森 伸夫，須戸 満，栃内香次，仲丸由正：FORTRANによる英文和訳：北大工学

部研究報告，(59)，65-73（1971）。

３．小野正俊，酒井 彰，森 伸夫，須戸 満，栃内香次，仲丸由正：FORTRANによる和文英

訳：北大工学部研究報告，(66)，51-61（1973）。

４．山田茂樹，須戸 満，高城洋明，栃内香次，永田邦一：FORTRANによるコンパイラの記述に

関する研究：北大工学部研究報告，(73)，71-83（1974）。

５．牧野圭二，栃内香次，永田邦一：ミニコンピュータ向きシステム記述言語とその処理系：北大工

学部研究報告，(75)，59-70（1975）。

６．Keiji Makino, Koji Tochinai and Kuniichi Nagata: The Minicomputer Oriented System
 

Description Language:Memoirs of the Faculty of Engineering,Hokkaido University,XIV(2),

25-36(1975).

７．橋津正晶，阿部政樹，栃内香次，永田邦一：E-NETによる計算機システムのシミュレーショ

ン：北大工学部研究報告，(78)，59-67（1976）。

８．牧野圭二，栃内香次，永田邦一：ミニコンピュータ向きシステム記述言語 SL/M：情報処理，

17(3)，207-214（1976）。

９．栃内香次，中村鎮雄，和田優子：小型計算機による FORTRANチェックシステム：情報処理，

18(2)，135-141（1977）。

10．牧野圭二，栃内香次，永田邦一：E-NET手法による連続－離散混合系システムの記述：北大工

学部研究報告，(87)，123-134（1978）。

11．栃内香次，石井 裕，永田邦一：大型計算機センター，システムの性能評価：北大工学部研究報

告，（101），71-82（1980）。

12．斉藤 康，岡沢好高，栃内香次，永田邦一：研究者向きローマ字漢字変換方式日本語処理システ

ム：北大工学部研究報告，（108），43-52（1982）。

13．栃内香次，斉藤 康：適応型変換辞書を用いるかな漢字変換：情報処理学会論文誌，24(2)，

209-213（1983）。

14．岡沢好高，栃内香次，永田邦一：研究者向き日本語処理システムの新出語登録方式と性能測定：

北大工学部研究報告，（116），79-86（1983）。

15．川合秀夫，栃内香次，永田邦一：かな漢字変換システムのシミュレーションによる性能評価：北

大工学部研究報告，（119），109-117（1984）。

16．栃内香次，伊藤太亮，荒木健治，鈴木康広，永田邦一：研究者向き日本語ワードプロセッサ

KKH-IIの開発：北大工学部研究報告，（119），119-126（1984）。
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17．伊藤太亮，栃内香次，永田邦一：日本語処理システムにおける前後の文字を利用する同音語の自

動選択：北大工学部研究報告，（123），55-65（1984）。

18．栃内香次，岡沢好高：適応変換辞書方式かな漢字変換システムの性能測定：情報処理学会論文誌，

26(4)，733-739（1985）。

19．栃内香次，伊藤太亮，鈴木康広：前後連接文字を利用した同音語選択機能を有するかな漢字変換

システム：情報処理学会論文誌，27(3)，313-320（1986）。

20．鈴木康広，宮永喜一，栃内香次：語の接続関係を用いた機械翻訳の一手法：北大工学部研究報告，

（138），45-52（1988）。

21．荒木健治，栃内香次，永田邦一：多段階分割方式によるべた書き日本語文のかな漢字変換：情報

処理学会論文誌，28(4)，412-421（1987）。

22．宮永喜一，栃内香次：ARMAディジタルラチスフィルタを用いた非定常確率信号処理の一手法：

電子情報通信学会論文誌A，J71-A(2)，363-370（1988）。

23．鈴木康広，栃内香次：キーワード密度方式自動抄録法の改良―高頻度隣接語による改善―：情報

処理学会論文誌，29(3)，325-328（1988）。

24．鈴木康広，栃内香次：語の接続関係を利用した機械翻訳システム：情報処理学会論文誌，29(4)，

342-349（1988）。

25．宮永喜一，栃内香次：ARモデリングの一並列処理方式：電子情報通信学会論文誌 D，J71-D(8)，

1540-1545（1988）。

26．荒木健治，宮永喜一，栃内香次：多段階分割復元法による誤りの多い文字列からの原文の復元：

情報処理学会論文誌，30(2)，169-178（1989）。

27．宮永喜一，栃内香次：直交基底による時変信号の特徴表現：電子情報通信学会論文誌Ｄ-II，J72-

D-II(3)，325-333（1989）。

28．広重真人，宮永喜一，栃内香次：スペクトル選択機能を備えた有声音声向き適応信号処理システ

ム：電子情報通信学会論文誌Ｄ-II，J72-D-II(4)，476-486（1989）。

29．大槻典行，宮永喜一，栃内香次，伊藤 弘：時変音声生成モデルの適応的次数推定：電子情報通

信学会論文誌Ｄ-II，J73-D-II(2)，141-151（1990）。

30．Yoshikazu Miyanaga,Noriyuki Ohtsuki and Koji Tochinai:Adaptive ARMA lattice modeling
 

for speech processing:Journal of Acoustical Society of Japan,11(3),173-182(1990).

31．宮永喜一，栃内香次：ARMAラティスモデルの等価回路について：電子情報通信学会論文誌A，

J73-A(6)，1048-1057（1990）。

32．Yoshikazu Miyanaga,Koji Tochinai,Nobuo Nagai and Kuniichi Nagata:Adaptive identifica-

tion of a stable ARMA lattice model:IEEE Trans. Circuits and Systems, 37(9), 1140-1144

(1990).

33．堀田英輔，宮永喜一，栃内香次：２入力ARMAモデルを用いた音声の特徴抽出：電子情報通信

学会論文誌A，J73-A(9)，1476-1488（1990）。

34．沢村孝至，宮永喜一，栃内香次：ユーザーとの対話を重視した英日機械翻訳システム：北大工学

部研究報告，（153），79-89（1990）。

35．横山 裕，宮永喜一，栃内香次：信号処理用並列，パイプライン化VLSIアーキテクチャの自動

設計について：電子情報通信学会論文誌A，J74-A(2)，304-312（1991）。

36．中垣 淳，宮永喜一，栃内香次：ARMAラティスモデルの時変係数推定と非冗長表現について：

電子情報通信学会論文誌A，J74-A(3)，368-376（1991）。

37．任 福継，宮永喜一，栃内香次：日中常用文型機械翻訳システム：電子情報通信学会論文誌Ｄ-II，

J74-D-II(8)，1060-1069（1991）。

38．任 福継，范 莉馨，宮永喜一，栃内香次：家族モデルを用いた文の分解に基づく日中機械翻訳
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システム：情報処理学会論文誌，32(10)，1249-1258（1991）。

39．中垣 淳，宮永喜一，栃内香次：拡張軸外スペクトルの雑音環境下における音声認識への応用：

電子情報通信学会論文誌A，J74-A(11)，1607-1614（1991）。

40．任 福継，宮永喜一，栃内香次：意味属性による中国語補助語の推定アルゴリズム：情報処理学

会論文誌，32(11)，1374-1382（1991）。
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